
世
界
人
権
宣
言
60
周

年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
に
第
60
回
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
今
大
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
同
和

教
育
の
歩
み
を
確
認
し
、

時
代
の
歪
み
が
生
み
出

す
「
差
別
の
現
実
」
と

課
題
に
対
し
て
展
望
を

示
す
こ
と
が
出
来
る
の

か
が
問
わ
れ
た
。

今
回
の
奈
良
大
会
で

は
「
継
承
と
発
展
」
が

地
元
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

全
体
会
で
は
奈
良
県
人

教
・
広
陵
西
小
学
校
の

森
下
和
恵
さ
ん
が
「
一

人
一
人
の
子
ど
も
が
大

事
、
す
き
や
ね
ん
。
～

１
年
め
の
出
会
い
を
心

に
と
め
て
～
」
と
題
し

た
特
別
報
告
が
お
こ
な

わ
れ
た
。

教
師
に
な
り
１
年
め

に
学
級
崩
壊
。
生
徒
に

振
り
回
さ
れ
る
な
か
、

「
現
象
で
な
く
、
背
景

を
捉
え
る
こ
と
が
大
事
」

と
い
う
先
輩
教
師
の
ア

ド
バ
ス
か
ら
、
家
庭
訪

問
や
子
ど
も
の
し
ん
ど

さ
な
ど
を
聞
く
中
で
、

教
室
を
立
て
直
し
て
い

く
。
こ
れ
ま
で
同
和
教

育
で
つ
み
あ
げ
て
き
た

も
の
を
、
若
い
先
生
に

し
っ
か
り
と
継
承
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ

て
く
る
報
告
だ
っ
た
。

全
体
会
で
は
「
継
承

と
創
造
」
を
求
め
た
大

会
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。

し
か
し
、
宣
言
文
の
な

か
に
「
同
和
教
育
を
全

国
民
の
も
の
と
す
る･･･

」

「
国
民
大
衆
全
体
の
要

求
に
根
ざ
す
教
育
」

「
国
民
全
体
の
課
題
」

な
ど
「
国
民
」
と
い
う

文
言
が
何
度
も
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
い
つ
く
か
の
分
科

会
で
は
参
加
者
か
ら
問

題
提
起
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
全
同
教
運

動
で
は
、
在
日
コ
リ
ア

ン
や
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の

子
ど
も
た
ち
な
ど
多
く

の
教
育
課
題
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
在
日
外
国

人
が
「
国
民
」
で
な
い

と
い
う
こ
と
で
起
き
て

い
る
諸
問
題
の
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
の
に
「
国
民
」
を
強

調
す
る
の
は
お
か
し
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
も
相
次
い
だ
。

分
科
会
で
は
報
告
者

の
実
践
に
対
し
て
、
多

く
の
参
加
者
か
ら
も
発

言
が
あ
り
熱
心
な
議
論

が
展
開
さ
れ
、
あ
ら
た

め
て
同
和
教
育
が
大
切

に
し
て
き
た
も
の
を
深

く
考
え
さ
ら
れ
た
。

来
年
の
全
同
教
大
会

は
11
月
28
～
29
日
の
日

程
で
、
三
重
県
四
日
市

で
開
催
さ
れ
る
予
定
。

「
部
落
解
放
運
動
再
生
・

改
革
」
全
国
行
動
を
11

月
5
日
に
県
連
事
務
所

で
お
こ
な
い
、
中
央
本

部
か
ら
は
岡
田
中
執
と

橋
本
中
執
が
参
加
、
山

口
県
連
か
ら
は
松
岡
委

員
長
を
は
じ
め
県
連
役

員
な
ど
各
支
部
か
ら
15

人
が
参
加
し
た
。

今
回
の
全
国
行
動
は
、

「
再
生
・
改
革
」
に
向

け
た
意
識
改
革
と
、
県

連
や
支
部
が
抱
え
る
問

題
や
組
織
現
状
の
把
握

を
双
方
向
の
意
見
交
換

を
し
て
課
題
を
共
有
し
、

具
体
的
な
再
生
・
改
革

へ
の
運
動
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
た
。

岡
田
中
執
は
挨
拶
で

「
人
権
の
21
世
紀
に
ふ

さ
わ
し
い
、
周
辺
地
域

の
課
題
も
含
め
て
担
う

組
織
・
同
盟
員
の
質
の

向
上
と
運
動
を
」
め
ざ

し
、
忌
憚
の
な
い
意
見

交
換
を
と
呼
び
か
け
た
。

橋
本
中
執
か
ら
は
、

①
各
地
で
の
差
別
事
件

②
組
織
の
停
滞
、
同
盟

員
の
減
少
③
財
源
の
困

窮
④
人
材
不
足
、
こ
の

４
点
が
組
織
の
大
き
な

課
題
。
こ
れ
を
ど
の
よ

う
に
克
服
し
て
い
く
が

重
要
と
提
起
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
の
懸
念
事
項
に

そ
っ
て
、
県
連
や
各
支

部
の
状
況
を
出
し
合
い
、

今
後
の
組
織
「
再
生
・

改
革
」
へ
の
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を

議
論
し
た
。

（１） 第３２号 （毎月１回発行） 解放新聞山口版 ２００８年１２月２２日

第
60
回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
が

11
月
29
～
30
日
に
か
け
て
奈
良
市
中
央
体
育
館

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
同
和
教

育
運
動
に
取
り
組
む
人
た
ち
約
１
万
４
千
人
が

結
集
し
、
分
科
会
で
は
１
４
０
本
の
実
践
報
告

に
対
し
て
、
真
摯
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
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分科会では、実践報告と参加者からの意見が絶えることがなかった

○あいつぐ差別糾弾闘争を強化
○全学校で人権・同和教育を！
○全自治体で同和行政を！
○西日本夏期講座の成功を！

運動課題を提起する橋本中執（右側）

山口の課題について熱心に議論が交わされた


